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　140 名の内訳は 1 年生 109 名、2 年生 13 名、3
























































































































































































































































































































ストレスと知覚しやすい 3 ～ 6）。出産を経験してい
ないものに、［痛み］を中心とした出産イメージを
悪化させるような情報を与えることは望ましいこ
とではない。しかし、現在日本においては、自然
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分娩が主流である以上、必ず付随する出産の［痛
み］も同時に語り継がれていることを承知した上
で、女性がもつ出産へのイメージを把握する必要
がある。また、教育現場に関わる医療職者は、自
然出産における出産の［痛み］という事実のみを
提供するのではなく、どのような特性をもつ［痛み］
なのか、対処する方法など、出来るだけ出産イメー
ジのマイナス要因にならないように、出産を肯定
的に捉えることが出来るように情報を提供するこ
とが重要である。
Ⅴ．おわりに
　女子大学生が抱く出産のイメージに出産の［痛
み］は大きく影響しており、肯定的に受容してい
る場合もあったが、多くはマイナス要因として捉
えられており、出産自体を拒否している者も見受
けられた。しかし、［痛み］を緩和・除去する出産
方法についての認知度は低く、医療サイドとして
出産方法への選択肢を公平に偏見なく提供するこ
との必要性が示唆された。また、情報源としては
自然出産を経験した身近な人が多く、自然出産に
付随する出産の［痛み］も伝えられ、出産イメー
ジの形成に影響を及ぼしていた。多くの女子大学
生にとって、出産の［痛み］が忌避されているこ
とを認識した上で、出産を肯定的に捉えることが
出来るような情報の提供が必要であると考える。
（本研究の一部は、第 14 回日本母性看護学会学術
集会にて発表した）
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